
小日向台町小学校避難所運営訓練実施報告 

日 時 平成３０年１２月２日（日）午前９時００分から正午 

場 所 小日向台町小学校 校舎及び校庭、体育館 

小日向台町小学校 

避 難 所 

対 象 町 会 

① 小日向台町町会 

② 茗荷谷町会 

参 加 者 ① 避難所運営協議会 

② 一般参加者 

③ 小日向台町小学校教職員 

④ 小日向台町小学校 PTA 

⑤ 大塚地区民生・児童委員 

⑥ 小石川消防署 

⑦ 小石川消防団 

⑧ 小日向台町小学校避難所開設班（文京区職員） 

⑨ 文京区防災課                       合計８９名 

訓練までの経過 ① 7月 31日 第 1回避難所運営協議会 

  ・訓練日時の決定 

・協議会による訓練案の提示 

② 9月 20日 第 2回避難所運営協議会 

 ・協議会による訓練案、訓練レイアウトの提示 

 ・避難所開設キットの紹介 

③ 10月 18日 第 3回避難所運営協議会 

・協議会による詳細な訓練案、訓練レイアウトの提示 

・訓練の役割分担決定 

・区内地域危険度の確認 

④ 2月 7日  第 4回避難所運営協議会 

 ・訓練の振り返り、反省 

内 容 ①避難所開設訓練 

②体験型訓練（AED体験、消火体験、起震車、煙体験ハウス） 

〈①避難所開設訓練〉では避難者援護班、総務情報班、給食物資班、救護衛生班に

分かれ、各班長指示のもと避難所開設の訓練を行った。班員は受付、避難者誘導、

災害用特設公衆電話設置、掲示板設置、マンホールトイレ設置、居住スペース設営、

炊出しなどの活動を行った。なおマンホールトイレについては実際に設置場所の確

認を行った。 

〈②体験型訓練〉では消防署・消防団指導による AED 体験、消火体験、区による

起震車、煙体験ハウスを実施した。 



実 施 写 真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災課担当者から

のコメント 

 小日向台町小学校避難所運営協議会は過去５年を振り返っても毎年１回必ず避

難所運営訓練を行っており、意識の高さが伺える。また訓練にあたっては各班の班

長を毎回入れ替えるなど協議会全体の防災力向上を目指し取り組んでいる姿勢が

感じられる。当日の班任務紹介及び反省会では参加人数増やすことなどを来年度の

取り組み課題として挙げていた。課題を踏まえ、来年度以降の協議会の取り組みが

益々期待される。 

 

災害時特設公衆電話体験 

炊出し訓練 避難者受付 

マンホールトイレ組み立て 

AED体験 

煙体験ハウス 班任務の紹介（各班長） 

消火器 


